
登録期間 令和 7 年 10 月 1 日～令和 8 年 9 月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 

※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 

※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

地域活性化伝道師プロフィール 

分 

野 

地域産業・イノベーション・農商工連携  農・林・水産業  

 

 

地域医療、福祉・介護、教育  観光・交流 ◎ 

地域コミュニティ・集落再生 ◎ 環境  

地域交通・情報通信  まちづくり  

ふりがな いのうえ ひろし 

氏名 井上 弘司 

所 

属 

名称 CRC 合同会社 

役職 代表 

連 

絡 

住所 

（職場） 

〒395-0004 

長野県飯田市上郷黒田 2727－18 

連絡先 
e-mail i.h-suma[アットマーク]mis.janis.or.jp 

TEL 090-4461-4877 FAX  

連絡方法 Ｅ－Ｍａｉｌでお願いします 

略歴 

1952 年 長野県飯田市上郷（旧上郷町）生まれ 

2004.4 年 飯田市産業経済部エコツーリズム推進室長（初代） 

2005.4 年 飯田市産業経済部企画幹、2007.4 月  飯田市企画部企画幹 

2008.4 月 CRC 合同会社（地域再生診療所）開設・代表執行役就任 

2008.8 月 NPO 法人しんきん南信州地域研究所開設・主席研究員就任 

【国等の関連】 

2003.3 月 観光カリスマ百選（内閣府/国土交通省） 

2006.1 月 地域中小企業サポーター（経済産業省） 

2007.3 月 地域活性化伝道師（内閣府） 

2008.3 月 地域観光フォーラムアドバイザー（日本生産性本部） 

2009.6 月 地域力創造アドバイザー(総務省) 

2010.3 月 都市農山漁村交流活性化機構評議員 

2011.6 月 長野県観光振興審議会委員 

2012.4 月 新・地域再生マネージャー（ふるさと財団） 

著作・論文等 

□著書：「ドングリの森小学校物語」(講談社)、 「食農教育で農都両棲の地域づく

り」(農文協) 

□共著：三澤勝衛著作集４｢暮らしと景観｣(農文協)、「観光文化と地元学」（古今書

院） 

□論文：風土学から考察する「祭」と「地域づくり」(国際文化政策教育学会) 

     三澤勝衛の風土学をベースに－教育･産業からの地域づくりに関する一考

察 (同志社大政策学会)  
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取組概要 

○全国各地にて、観光・ツーリズム・６次産業化・雇用創造・中山間地域振興等の講

演、年間指導を行っています。 

１．地域診断の実施（地域課題の整理分析 ）および課題に基づいた人材育成 

２．地域再生・地域振興に必要なアドバイスの実施 

 ・グリーン・ツーリズム､､ニューツーリズムの推進支援 

 ・ CMC・観光まちづくり事業体の設立指導（法人化まで具体的な指導を行いま

す） 

 ・ 地域再生の手法や地域づくり・人づくり（農村活性化、マネジメント） 

 ・ 食､文化歴史､直売所､農村レストラン､農家民宿、体験プログラム、ツアー造成指

導 

 ・農村 RMC の設立・運営指導（法人化まで具体的な指導を行います） 

３．廃校活用のアドバイス 

４．人材育成プロデュース（カリキュラム編成、講師陣招聘など）  

メッセージ 

これまで公共の補完機能を担ってきた地域コミュニティは、その存立基盤そのもの

が瓦解の危機に瀕しています。縮重する地域で、人口減少をネガティブに捉えず、

住民主体による住民の QOL（生活の質）や地域アイデンティティの継承する「新しい

縮退モデル」が行政として求められます。そのため縮重社会における市町村が取る

べき戦略の中で、観光・ツーリズムの資源探査から交流人口増、移住・定住まで含む

具体策を行政・住民と共に検討していきます。 

地域は、そこに住み暮らす住民を中心に、公的・私的に地域へ関わるもので構成さ

れており、課題も多岐に渡ります。多様な主体が互いを尊重しつつ連携してこそ地

域です。そのプロデューサを発掘し育て、自立する地域を創造するきっかけづくり

を行います。 

関連ホームページ http://tiiki-saisei.jp 

活動エリア 全国 


